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あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 

２学期最終日が大雪予報だったため１日繰り上げての終業式となりましたが、心配されていたほどの

寒波ではなく穏やかな年末年始となりました。新型コロナウイルス感染症者の人数が最多数を更新する

ほどでしたが、３学期は予定通り１０日に迎えることができました。 

始業式の日には、民生委員や保護者の皆様に登校指導の際に笑顔で声がけをしていただき、子どもた

ちも学校が始まることを実感していたようでした。４日に大塚・殿河内・松実・折坂と地域を歩いて回

ってみたのですが、陽射しが出ていたにもかかわらず、外で遊んでいる子が一人もいなかったのでがっ

かりしましたが、登校指導の途中には、「野球で清水寺まで走ったんだよ。」「俺も日曜日に家の近くを走

って体力づくりした。」「おじいちゃんと一緒に遊んでいろいろなことを教えてもらったよ。」「なわとび

をいっぱいしたよ。」などと教えてくれ、休み中もしっかり身体を動かしていたようで安心しました。 

３学期は１～５年生は５２日、６年生は４８日しかありません。あっという間に過ぎてしまいます。

見通しを持ちながら毎日を過ごし、いい締めくくりと新年度に向けたいい準備ができるようしっかり支

えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内書初め会（1/17）のひとこま  寒い中みんな集中して書いていました。 

 

 

 

 

 

 

始業式のお話 

年末年始のスポーツ大会から感じた２つのことを話しました。 

１ ○うしろを見るな ○さき（未来）をみよう ○ぎりぎりまで自分と仲間を信じ 

○どこまでも ○しょうりをめざせ   ※うさぎ年にかけました 

２ 失敗してもいいんだよ  がっかりしてもいいんだよ 

    しょげないで なんで失敗したのか考えよう 

 

 どれだけ頑張っても全員が勝つことはできません。負ける人の方が圧倒的に多いです。大事なこと

は最初から諦めるのではなく、最善の努力をして臨むことです。それでも勝つことができない時に負

けを悔しがった後、落ち込んだ後に、次の勝利を目指して振り返ることが大事であることを話しまし

た。失敗や敗北はそこで終わりにしなければあくまで過程であって、取り組み続けること、挑み続け

ることの大切さが伝わっていれば嬉しいです。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の力に支えられて～書初め教室～ 

 ３学期の書初め会に向けて、12/27 には大塚交流センターで、1/6 には吉田交流センターで書初め

教室を開催していただきました。学校でも 12 月に各学年 1 回は時間をとって練習を行いましたが、

十分ではありません。冬休みの課題としていたところ、交流センターで地域講師の方や支援ボランテ

ィアの方にお声がけいただき、書初めの機会をもっていただいたことに感謝申し上げます。 

いずれの日も様子を見に行きましたが、どの子も集中して取り組んでいました。大塚交流センター

ではここ数年卒業証書の氏名を書いていただいている井塚さんのご指導を受け、ダイナミックな字が

書けていました。吉田交流センターには安田小から２名の参加があり、切磋琢磨している印象でし

た。（写真はいずれも吉田交流センターのものです） 

１／２０～２／２０の主な予定 

 1/20（金） 全校朝礼（めあて発表） 

1/25（水） しまねっ子！元気アップ・カーニバル 

1/26（木） ふれあい広場作品展（アルテピア ～1/30） 

2/ 1（水） 二中入学生説明会（6年） 

2/ 2（木） 南小入学説明会（保護者のみ） 

2/ 3（金） 全校朝礼 

2/ 6（月） 避難訓練 

2/ 8（水） ストーリーテリング 

2/11（土） 建国記念の日 

2/17（金） 学習公開日、学級懇談 

せっかくいい字

が書けていたのに

休み中になくして

しまった人がいま

した。残念！ 

年末年始比較的時間があったので、何十年も書き溜めていた日記（と言ってもメモ程度のもの

ですが）と仕事のノートを読み返してみました。そうすると立場や勤務している学校種別、職種

が違えば、考え方も変わってくることが顕著に見えてきました。 

 職員会議でも話したのですが、社会教育主事として仕事をしている時には、非日常の出来事

（大雪、大雨等）は、自然への畏敬や支えてくれる大人への気づきなど、子どもたちを成長させ

るまたとない機会だと訴えていました。しかし、年末の寒波の際には安全な登下校を最優先に考

え、臨時休業と判断した自分がいました。 

「子どもにとって何がいちばん大切か」を考える時にどうしても「今」を見てしまいがちで

す。時には「未来」を見据えて、目先の失敗や負の体験をさせることも必要なことがあるとわか

りつつも、それが子どもたち一人一人で異なる難しさに悩んでしまいました。 

 1/13に、学校人権・同和教育協議会

二中ブロック研修会が本校を会場に行

われ、２年・４年は道徳科を、６年生

は社会科の授業を公開しました。 

二中校区の先生方や秦教育長から

は、「全ての子どもたちが授業に集中し

て取り組んでいて素晴らしい。」とほめ

ていただきました。 

子どもたちはお客さんが来られても

ふだんの姿を見せられるほど力をつけ

ています。 


